
縄
文
び
と
は

太
陽
の
位
置
と
、
月
の
満
欠
、
風
、
雲
の
流
れ
に

 
季
節 
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
、
山
川
草
木
と

と　

き
話
し
を
す
る
術
を
知
っ
て
い
る
。

花
が
咲
き
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
が
乱
舞
す
る
春

山
ブ
ド
ウ
、
ト
チ
、
ク
リ
な
ど
の
果
実
が
豊
富
な

秋川
に
サ
ケ
、
マ
ス
、
戻
り
、
白
鳥
が
飛
来
す
る
頃

寒
く
心
に
温
も
り
の
あ
る
。

風
雪
の
冬
が
や
っ
て
く
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る

ひ
と
び
と
は
、 
囲 い 
炉 
火
ろ
り   

を
囲
み
、
肩
を
寄
せ
あ
い

び

家
族
や
遠
い
遠
い
友
人
の
話
し
を

繰
返
し
繰
返
し
語
り
な
が
ら

き
っ
と
く
る
春
に
希
望
を
抱
き

輪
廻
転
生
の
世
界
に
生
き
つ
づ
け
る
。

南
北
五
〇
〇
キ

ロ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
六
月
二
十
三
、
二
十
四

日
の
両
日
、
遊
佐
町
で
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
「
第
八
回
日
本
海
夕
陽
ラ

イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
鳥
海
」
が
「
い
に
し

え
の
道
よ
り
あ
す
な
ろ
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
主
催
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
、
主
管
鳥
海
青
年
会
議
所
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

時
に
、
青
森
市
三
内
丸
山
遺
跡
及
び
山
形
県
内
の
縄

文
時
代
の
遺
跡
か
ら
新
潟
県
糸
魚
川
周
辺
産
の
ヒ
ス

イ
製
の 
大
珠 
や
匂
玉
・
管
玉
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い

た
い
し
ゅ

る
こ
と
か
ら
、
南
北
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

 

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
古
代
の
交
流
か
ら
現
代
の
交
流
へ
」と
題
す
る
講
演

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
冒
頭
の
散
文
詩
は
そ
の
時

に
紹
介
し
た
も
の
で
、
私
が
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

舟
形
町
西
ノ
前
遺
跡
の
発
掘
調
査
時
、
発
見
さ
れ
た

土
偶
か
ら
心
に
感
じ
た
ま
ま
の
気
持
ち
を
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
山
形
県
立
博
物
館
に
お
い
て
、
平
成
十
一

年
度
の
企
画
展
「
や
ま
が
た
の
土
偶
―
縄
文
の
女
神

た
ち
―
」を
開
催
し
て
い
る
。期
日
は
四
月
二
十
四
〜

六
月
二
十
七
日
の
約
二
カ
月
間
で
あ
る
。
展
示
の
内

容
は
、
縄
文
時
代
の
精
神
文
化
を
代
表
す
る
県
内
よ

り
発
見
さ
れ
た
七
百
十
五
点
の
土
偶
を
時
期
別
、
地

域
別
ご
と
に
展
示
し
、
そ
の
変
遷
が
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
今
回
展
示
で

き
な
か
っ
た
土
偶
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
土
偶

を
含
め
る
と
、
推
定
で
あ
る
が
少
な
く
見
て
も
約
八

百
点
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

土
偶
は
縄
文
人
の
精
神

こ
こ
ろ

　

土
偶
と
は
一
般
に
縄
文
時
代
（
今
か
ら
一
二
〇
〇

〇
〜
二
〇
〇
〇
年
）
に
人
の
形
に
つ
く
ら
れ
た
土
製

品
を
い
う
。
土
偶
は
縄
文
時
代
の
人
々
の
代
表
的
な

道
具
の
一
つ
で
あ
り
、
従
っ
て
大
抵
の
縄
文
時
代
の

遺
跡
か
ら
は
遺
物
と
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
石
斧
・
ヤ
ジ
リ
・
石
皿
な
ど
の
石
器
や
、

煮
沸
・
貯
蔵
な
ど
に
使
わ
れ
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
土

器
な
ど
は
、
直
接
生
活
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
第
一
の
道
具
」、
土
偶
な
ど
直
接
衣
食
住
に

結
び
つ
か
な
い
精
神
的
あ
る
い
は
宗
教
的
道
具
な
ど

は
「
第
二
の
道
具
」
と
研
究
方
法
手
段
と
し
て
区
別

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

日
本
列
島
に
お
け
る
土
偶
出
土
の
分
布
は
、
沖
縄

県
を
除
く
全
域
に
わ
た
り
、
そ
の
数
は
現
在
約
一
万

五
千
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
日
本
に
多
く

西
日
本
に
は
少
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
る
。

　

土
偶
の
ほ
と
ん
ど
は
、
頭
部
、
胴
部
、
手
部
、
脚

部
と
い
っ
た
一
部
位
の
残
欠
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多

く
、
復
元
さ
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
ま
し
て
や
完
全

な
も
の
な
ど
極
め
て
希
で
あ
る
。
形
も
十
字
形
、
コ

ケ
シ
形
、
出
尻
形
、
ハ
ー
ト
型
、
筒
形
、
山
形
、
み

み
ず
く
形
、
遮
光
器
土
偶
、
と
千
差
万
別
で
あ
り
、

姿
も
立
像
、
座
像
、
う
ず
く
ま
る
、
懸
垂
と
い
っ
た

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
大
き
さ
は
十
セ
ン
チ　
 

〜
十
五

セ
ン
チ　
 

が
平
均
で
、
三
十
セ
ン
チ　
 

を
超
え
る
も
の
は
非
常
に
少

な
い
。
土
偶
の
製
作
技
法
も
古
く
は
中
実
で
、
縄
文

時
代
晩
期
に
な
る
と
中
空
の
も
の
が
多
く
な
る
。
い

わ
ゆ
る
青
森
県
亀
ケ
岡
の
遮
光
器
土
偶
は
あ
ま
り
に

も
有
名
で
あ
る
。

　
 
人
形 
の
土
偶
は
、
妊
娠
、
乳
房
、
お
尻
な
ど
が
特

ひ
と
が
た

に
強
調
さ
れ
、全
体
に
豊
満
な
表
情
の
も
の
が
多
い
。

土
偶
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
割
れ
口
か
ら
故
意
に
壊
さ

●　

研
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か
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れ
た
状
態
で
発
見
、
ま
た
は
出
土
す
る
こ
と
か
ら
一

般
的
に
は
出
産
や
豊
饒
を
願
っ
た
り
祈
っ
た
り
、
病

気
・
ケ
ガ
な
ど
身
代
わ
り
と
し
た
呪
具
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
舟
形
町
西
ノ
前
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
土

偶
は
高
さ
四
十
五
セ
ン
チ　
 

と
日
本
の
土
偶
の
中
で
現
在
一

番
大
き
く
、
し
か
も
欠
損
部
が
ほ
と
ん
ど
な
く
完
全

に
復
元
さ
れ
た
我
国
縄
文
文
化
「
第
二
の
道
具
」
を

代
表
す
る
土
偶
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
七
月

に
山
形
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
翌
々

年
の
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
月
、
縄
文
時
代
の

土
偶
と
し
て
は
現
在
最
大
（
高
さ
）
を
誇
り
、
か
つ

造
形
的
に
人
の
姿
を
究
極
な
ま
で
に
デ
フ
ォ
ル
メ

し
、
造
形
と
し
て
完
成
し
た
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
長
野
県
棚
畑
遺
跡
出
土
の
土
偶
（
国

宝
）
と
並
ぶ
ひ
と
つ
の
土
偶
造
形
の
到
達
点
を
示
す

逸
品
で
あ
る
。
ま
た
、
西
ノ
前
遺
跡
か
ら
本
土
偶
の

地
に
四
十
七
点
の
土
偶
残
欠
が
出
土
し
て
い
る
。
造

形
的
に
は
本
土
偶
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
完
形

に
復
元
さ
れ
た
箇
体
は
な
く
、
意
図
的
に
埋
納
な
ど

の
行
為
を
行
っ
た
も
の
は
な
い
が
、
同
一
遺
跡
に
お

け
る
集
落
存
続
の
期
間
中
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
他
の
残
欠
も
含
め
て
国
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
造
形
的
に
完
成
さ
れ
た
美
的
フ
ォ
ル
ム
に
対

峙
し
、
ひ
と
び
と
は
具
体
的
に
は
私
た
ち
は
、

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
あ
る
い
は
「
地
母
神
」
あ
る
い
は

「
女
神
」
と
呼
ん
で
お
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
表
現
し

て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
は
ロ
ー
マ
神
話
で
「
豊
饒
―
豊
か

さ
」を
司
る
女
神
の
名
を
言
う
の
で
あ
り
、そ
の
ル
ー

ツ
は
オ
リ
エ
ン
ト
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
地
母
神
（
グ

レ
ー
ト
・
マ
ザ
ー
）
信
仰
に
ま
で
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
万
年
前
、
人
類
は
自
然
環
境
の
変
化
か
ら
今
ま

で
の
狩
猟
採
集
生
活
か
ら
麦
な
ど
の
穀
物
を
栽
培

し
、
し
か
も
羊
や
山
羊
を
飼
育
す
る
農
耕
、
遊
牧
生

活
が
西
ア
ジ
ア
で
始
ま
る
。
こ
の
ま
っ
た
く
新
し
い

生
活
、
く
ら
し
の
変
革
は
、
採
集
経
済
か

ら
生
産
経
済
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
未
経

験
の
業
は
生
死
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
祈

り
の
精
神
が
常
に
生
活
の
基
盤
を
な
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
穀
物
の
豊
作
、
羊
、
山

羊
な
ど
の
家
畜
の
繁
殖
は
家
族
や
一
族
の

願
い
で
あ
り
、
大
地
の
命
、
地
母
神
信
仰

が
芽
ば
え
る
。
種
を
蒔
き
、
そ
し
て
力
強

く
育
つ
精
、
そ
の
結
晶
で
あ
る
実
り
と
収

穫
の
喜
び
は
、
子
を
生
む
母
に
重
な
り
、

そ
の
思
い
は
万
物
の
母
と
な
っ
て
い
く
。

二
十
一
世
紀
は
多
文
化
の
世
界

　

新
石
器
時
代
農
耕
社
会
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
や
ア
ナ
ト
リ
ア
な
ど
で
は
、
豊
満
な
裸

体
の
土
偶
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
女

性
的
特
徴
を
誇
張
す
る
こ
と
で
豊
穣
を
目
に
見
え
る

形
に
し
た
の
が
地
母
神
像
で
あ
ろ
う
。

　

世
界
史
の
牛
の
土
偶
は
、
新
石
器
時
代
農
耕
社
会

の
豊
穣
を
祈
る
神
で
あ
る
。
日
本
の
土
偶
は
縄
文
時

代
の
所
産
で
あ
り
、
そ
の
生
活
手
段
は
、
発
掘
調
査

の
結
果
狩
猟
採
集
の
経
済
が
定
説
で
あ
る
。
む
し
ろ

稲
作
を
生
業
と
す
る
弥
生
時
代
に
大
量
の
土
偶
が
発

見
さ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
慙
合
性
が
で
て
く

る
の
で
あ
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
土
偶
の
出
土
は
古

い
時
期
に
少
し
見
ら
れ
る
が
皆
無
に
ひ
と
し
い
。

　

近
年
、
女
性
的
特
徴
を
誇
張
し
た
偶
像
、
特
に
新

石
器
時
代
の
偶
像
全
て
を
地
母
神
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
層
は
出
土
状
況

や
場
所
、
社
会
の
構
成
そ
し
て
宗
教
観
な
ど
総
合
的

な
検
討
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
地
域
の

時
代
そ
こ
に
栄
え
た
大
小
の
文
化
、
お
互
い
を
認
め

る
多
文
化
の
社
会
こ
そ
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る

方
向
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
西
ノ
前
遺
跡
出
土
の
土
偶
は
こ
れ

ま
で
の
土
偶
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
。
そ
の
究
極
な

ま
で
の
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
造
形
は
豊
か
な
感
性
の

心
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
古
今
東

西
等
し
く
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

　

一
九
九
八
年
九
月
末
日
か
ら
約
二
ケ
月
間
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
に
あ
る
日
本
文
化
会
館
で
縄
文
文
化
を
紹

介
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。文
化
庁
・
国
際
交
流

基
金
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
欧
州
で
初
め
て
開
か
れ

た
。特
に
日
本
通
で
知
ら
れ
る
シ
ラ
ク
大
統
領
、世
界

的
な
文
化
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
氏
ら
が

訪
れ
、
シ
ラ
ク
大
統
領
は
予
定
を
四
十
五
分
も
オ
ー

バ
ー
、「
山
形
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し

い
。」と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。四
十
五
セ
ン
チ　
 

と
小
さ
い
が

山
形
に
は
世
界
に
誇
れ
る
大
き
な
文
化
財
が
あ
る
。
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